
第５回これからの北海道立近代美術館検討会議

日時：令和４年（2022年）９月７日（水）10：00～

場所：Web会議システムZOOM

次 第

１ 開会

２ 議事

(1) 近代美術館のミッション案等

(2) 施設設備の現状と課題

３ 閉会

■配付資料

・資料１ ミッション及びコンセプト案

・資料２ 「近代美術館の活動の検証」における課題への対応の考え方について

・資料３ 施設設備の課題



議 事
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１ミッション案
※ ヴィジョン（ミッションを達成した後の姿）を意識した、今後の道立近代美術館の使命や役割を示すもの）

ミッション及びコンセプト案

北海道立近代美術館は、すべての道民が美術の持つ豊かさを享受できる社会
づくりの場となります。また、多様性の尊重等、今日の課題を視野に入れな
がら、創造的で公共的な美術館活動を進めることによって、未来に向かって
進む北海道のシンボルとなります。

２コンセプト案
※ ミッションを達成するための柱となる概念・基本思想。

（１）伝える 基本機能の進化

調査研究、収集保管、展示、教育普及によって美術作品の美的・歴史的意義等を現在と未
来の人々へ伝えるという美術館の基本機能を、社会の変化に即して進化させていきます。

（２）刺激する 感性と好奇心の活性化

地域性、国際性、時宜性、将来性を重んじた独創的な調査研究や企画によって、人々の感
性と好奇心を刺激し、活性化させ続けます。

（３）包み込む 包摂とアクセシビリティの向上

すべての世代に、障害や距離の有無等に関わらず美術館を楽しんでもらうために、ユニ
バーサル・デザインやデジタル技術の活用、ソフト・ハードのバリアフリー化等によって、
利用しやすさを向上させます。

（５）結ぶ ネットワークの拡張と地域との協働

都心にありながらみどり豊かという立地を活かして、居心地がよく、また、人間の活動
と自然の営みとの調和を実感できるような、施設と環境の整備を進めます。

（４）招く 居心地のよい施設と環境

様々な人々との間にネットワークを広げ、地域の課題に美術館活動の知恵とノウハウを
提供し、協働することによって、地域の活力向上に貢献します。

2022/09/07 北海道立近代美術館

資料１



課題に対する考え方 コンセプト案との関連

① 作品購入の減少

② 収集方針の検討

③ 収蔵庫等の狭隘化

④ 収集環境の悪化

⑤ 作品修復の停滞

計画的な修復を行うことが出来るよう、作品の状態を常に把握

できる仕組み作りの検討はもとより、修復の必要性について理

解を得ながら予算的な措置を求めていくことが必要

「近代美術館の活動の検証」における課題への対応の考え方について

課題

1 作品の収集保存

コレクションの必要性・重要性等について広く理解を求めてい

くことはもとより、近代美術館を含めた道全体での収集方針に

ついて、時代の変化にも対応しながら検討が必要

（１）伝える～基本機能
の進化

調査研究、収集保管、展

示普及によって美術作品

の美的・歴史的意義等を

現在と未来の人々へ伝え

るという美術館の基本機

能を、社会の変化に即し

て進化させていきます。

将来の収蔵数を見込み、適切な環境で作品を保管・保存するこ

と出来る施設・設備が必要

⇒老朽化している施設・設備の更新

⇒収蔵庫や什器、資料の保管場所など狭隘化の解消

※「近代美術館の活動と検証」における課題については、今後、（ミッション・）コンセプト案を踏まえた必要な機能等を整理する段階で具体の対応について検討予定

資料２
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課題に対する考え方 コンセプト案との関連

「近代美術館の活動の検証」における課題への対応の考え方について

課題

※「近代美術館の活動と検証」における課題については、今後、（ミッション・）コンセプト案を踏まえた必要な機能等を整理する段階で具体の対応について検討予定

⑥

調査研究をより深化

させるための環境の

充実

調査研究のための十分なスペースや環境が整った施設・設備が

必要

⇒収蔵庫や什器、資料の保管場所などの解消

⑦
調査研究の成果を還

元できる機会の減少

調査研究の成果を活用できる機会を創出するため、企業や団体

との協働による発表機会を確保することや、研究の成果をより

わかりやすく伝える工夫、デジタル技術を活用した調査研究成

果の還元方策についても検討が必要

⇒時代の進展にあわせたデジタル技術の活用

2 調査研究

（１）伝える～基本機能
の進化
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課題に対する考え方 コンセプト案との関連

「近代美術館の活動の検証」における課題への対応の考え方について

課題

※「近代美術館の活動と検証」における課題については、今後、（ミッション・）コンセプト案を踏まえた必要な機能等を整理する段階で具体の対応について検討予定

⑧
常設展観覧者数の減

少

⑨
観覧者の時期的な偏

り

⑩
収蔵作品の有効活用

機会の減少

⑪
来館者の多様なニー

ズ

⑫
実行委員会展のあり

方の検討

⑬
移動美術館の開催会

場数の減少

⑭
適切な展示環境の維

持が困難

⑮
展示用什器の保管場

所の不足

3 展覧会

・時代の変化や来館者のニーズも踏まえながら魅力ある、意義

のある展覧会を開催するとともに、企業や団体との協働による

新たな展覧会方式の実施についても検討が必要

・全道の美術館との連携を一層強め、美術館がない地域などで

の鑑賞機会の充実のため、デジタル技術を活用した展覧会等に

ついても研究が必要

⇒時代の進展にあわせたデジタル技術の活用

・適切な温湿度管理、災害対策が行われた展示環境や、展示に

必要な物品などを適切に保管できる施設・設備が必要

⇒老朽化している施設・設備の更新

⇒収蔵庫や什器、資料の保管場所など狭隘化の解消

（１）伝える～基本機能
の進化

（２）刺激する～感性と
知性を活発化

地域性、国際性、時宜

性、将来性を重んじた独

創的な調査研究や企画に

よって、人々の感性と好

奇心を刺激し、活性化さ

せ続けます。
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課題に対する考え方 コンセプト案との関連

「近代美術館の活動の検証」における課題への対応の考え方について

課題

※「近代美術館の活動と検証」における課題については、今後、（ミッション・）コンセプト案を踏まえた必要な機能等を整理する段階で具体の対応について検討予定

⑯
教育普及事業の再構

築

⑰
子どもたちが美術に

触れる機会の提供

⑱
教育普及のための施

設設備の充実

来館者が余裕を持ったスペースで図書や映像を閲覧すること出

来る場所や簡便に美術関係の情報にアクセスすること出来る施

設・設備が必要

⇒多くの方が訪れる、居心地がよく、アクセスしやすい空間

・児童生徒、教員やＰＴＡなど関係者から意見を伺い、美術館

の活用や絵画の鑑賞等により育成することが出来る資質や能力

を示した教育プログラムを策定するなど、美術館の活用促進を

図ることが必要

(3)包み込む～包摂とアク
セシビリティの向上

すべての世代に、障害や

距離の有無等に関わらず

美術館を楽しんでもらう

ために、ユニバーサル・

デザインやデジタル技術

の活用、ソフト・ハード

のバリアフリー化等に

よって、利用しやすさを

向上させます。

4 教育普及事業
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課題に対する考え方 コンセプト案との関連

「近代美術館の活動の検証」における課題への対応の考え方について

課題

※「近代美術館の活動と検証」における課題については、今後、（ミッション・）コンセプト案を踏まえた必要な機能等を整理する段階で具体の対応について検討予定

⑲ 施設の老朽化等

⑳
来館者のニーズへの

対応

5 利用者との関係

（４）招く～居心地のよ
い施設と環境

都心にありながらみどり

豊かという立地を活かし

て、居心地がよく、ま

た、人間の活動と自然の

営みとの調和を実感でき

るような、施設と環境の

整備を進めます。

・来館者が何度も足を運ぶようなくつろぎの空間や、市民のた

めの活動スペース等を備えた施設・設備が必要

・定期的なインタビューやアンケートを実施し、来館者のニー

ズを把握するとともに、その対応については、美術館全体で取

り組むことが必要

⇒誰もが気軽に利用できる開かれた場所

⇒多くの方が訪れる、居心地がよく、アクセスしやすい空間

⇒都心の貴重なみどりを活かした環境整備
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課題に対する考え方 コンセプト案との関連

「近代美術館の活動の検証」における課題への対応の考え方について

課題

※「近代美術館の活動と検証」における課題については、今後、（ミッション・）コンセプト案を踏まえた必要な機能等を整理する段階で具体の対応について検討予定

㉑ 予算の縮小

㉒ 増収策の検討が必要

6 館運営

魅力ある展示や戦略的な広報を通じて観覧者数の増加を目指す

ほか、地域や企業、団体との積極的な協働による事業展開につ

いて検討が必要

（５）結ぶ～ネットワー
クの拡張と地域との協働

様々な人々との間にネッ

トワークを広げ、地域の

課題に美術館活動の知恵

とノウハウを提供し、協

働することによって、地

域の活力向上に貢献しま

す。
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施設設備の課題（① 作品の収集・保存）

「これまでの美術館活動の検証」1

区 分 現状・課題

有識者か
らの意見
(上記以外)

・収蔵庫そのものを見せるなどの工夫を考えながら、北海道特有の収集、保管のあり方を考えていくべき。

ステーク
ホルダー
等からの
意 見

・根幹のコレクションの修復や保存に力を入れ、展示・収蔵環境を整備。
・作品収集の充実や海外有名作品の呼び込みには、収蔵庫拡充、設備充実が不可欠。
・色々な収蔵品をただしまっておくのはもったいない。見せる収納を考えてみては。
・収蔵庫の大幅な拡張を図り、極力自前の収蔵品を拡充すべき。
・余裕を持った収蔵スペースや広いバックヤードを確保し、美術品借用先に安心感を与えられる施設に。

有識者、ステークホルダー等からの意見2

■文化財公開施設の計画に関する指針（H7文化庁）

３．主要な施設等の設計
(4) 収蔵庫
イ.収蔵庫の床面積は、展示室の床面積の半分
を目安とするが、将来を見越して十分なス
ペースをとることが望ましい。

※近美展示室2,871㎡（特別1,094㎡、常設1,777㎡）

区分（概算） 長寿命化診断結果

収蔵庫壁
(0.3億円)

結露対策のため内壁の改修

空調関係
(7.5億円)

貫流ボイラー、冷却塔、ユニット型空調機、
自動制御盤、配管、換気扇、送付機等の更新

消火設備
(0.5億円)

ガス消火、スプリンクラーの改修

1

空調機配管の劣化

資料３

作品を動かさないと搬出入できない棚と棚の間の通路に作品を保管



施設設備の課題（② 調査研究）

2

「これまでの美術館活動の検証」1

区 分 現状・課題

有識者か
らの意見
(上記以外)

・調査研究のための資料を保管する場所が足りない。アーカイブ化を考えたふさわしい場所が必要。

ステーク
ホルダー
等からの
意 見

・作品を鑑賞できるとともに、資料等を調べることができる場所であって欲しい。

・作家や作品、展覧会や美術団体の情報、研究内容等をアーカイブして、広く活用することが必要。

有識者、ステークホルダー等からの意見2

■ 東京都現代美術館（美術図書室）

作品修復室を資料保管庫へ転用

古い機材のまま

美術図書室・研究室

映写室を資料保管庫へ転用

■ 長野県美術館（アートライブラリー）



施設設備の課題（③ 展覧会）

3

「これまでの美術館活動の検証」1

区 分 現状・課題

有識者か
らの意見
(上記以外)

・伸び伸びとした展示空間、心地よい空間・環境。

ステーク
ホルダー
等からの
意 見

・触れることができるものがあるとよい。子どもにとっても重要。
・足を運ぶ事ができない人に対するデジタルサービスの充実。
・展覧会の余韻を味わえるホスピタリティ溢れる場所。
・展示室が複数あれば様々な課題を解消できる。

有識者、ステークホルダー等からの意見2

■ 金沢21世紀美術館

区分（概算） 長寿命化診断結果

外壁
(4.6億円)

クラック補修、塗装補修、ガラス等取替

屋根
(2.2億円)

防水改修

空調関係
(7.5億円)
※再掲

貫流ボイラー、冷却塔、ユニット型空調機、
自動制御盤、配管、換気扇、送付機等の更新

■ 国立新美術館

廊下に展示用ケースを保管 展示用具室が満杯



施設設備の課題（④ 教育普及事業）

4

「これまでの美術館活動の検証」1

区 分 現状・課題

有識者か
らの意見
(上記以外)

・ＡＲＳ（アート・レファレンス・サービス）コーナーを広く、アクセスしやすくする必要。
・北海道を代表するアーティストの育成。

ステーク
ホルダー
等からの
意 見

・道民が自由に利活用できるエリア（研修室や講堂、市民ギャラリー）の整備。
・定期的に中庭やテラス等で、子供達に読み聞かせやワークショップを行う開放的な場所があるとよい。
・「人を育てる」ための取組を日常的に行える専用空間（レクチャー室、ワークショップ室等）を待望。
・いつでも若い作家の作品が展示してあるスペース。
・子ども達のイベント専用の部屋、自由に現代アートと遊べる部屋があってもいいのではないか。
・子どもが集える空間。学校でも家庭でも味わえない空間。ふらっと来てすっと入れる場所。
・事務室が３階で学芸員と接する機会が少ない。来館者と学芸員が対話できるようなｻﾃﾗｲﾄ学芸員室。

有識者、ステークホルダー等からの意見2
ＡＲＳコーナー

映像室音響機材
（開館当初のまま）

映像室
（開館当時の照明）

■ 弘前れんが倉庫美術館（ライブラリー） ■ 東京都美術館（美術情報室） ■ 富山県美術館（アトリエ）

撮影：小山田邦哉

講堂
（階段のみ）
（車椅子の専用スペースなし）

提供：東京都美術館



施設設備の課題（⑤ 利用者との関係）
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「これまでの美術館活動の検証」1

区 分 現状・課題

有識者か
らの意見
(上記以外)

・施設の老朽化等（バリアフリー、トイレ、ボランティアの待機場所等）
・昔は、北海道の雄大な自然を感じられる１階ホールだったが、今は大半がグッズ売り場。
・知事公館エリアを含めて、近隣の環境や様々な条件とのシナジーを考えることが大切。
・２階ロビーが１番過ごしやすい。作品を見るだけでなく、美術館に行くこと自体を目的にする方向。
・ランドスケープを意識した検討が必要。
・団体を迎えるための大型バスの駐車場がない。立地条件、特に駐車場の問題は大きい。
・ミュージアムショップやカフェの充実。

ステーク
ホルダー
等からの
意 見

・単に作品展示が充実しているだけでなく、美術館の空間そのものに身を置き過ごす時間も大切。
・展示の途中で休憩したい。トイレや小部屋、自販機などがあるとよい。
・ゆっくり、静かに、五感を磨ける場所になって欲しい。緑もとても大切。
・余裕のあるエントランスや通路、豊富なミュージアムショップ、ゆったりくつろげる休憩や飲食スペー
ス、トイレ・ロッカーなどの設備を含め、国内外に誇れる施設。

・カフェやバー、レストランがもっと充実して欲しい。
・カフェの中で子どもが楽しめる。もっと地域に開かれた美術館。
・ユニバーサル・ミュージアムを目指すことが必須。
・小規模な市民ギャラリーや工房等、創作の場と発表の場を備えると、地域を巻き込む活動につながる。
・貸しギャラリーの創設により、従来以上に様々な企画を道民に提供して欲しい。
・緑に囲まれ中の様子がわからない。 ・囲いがあって周囲に溶け込んでいない。
・都市でありながら、前庭や公邸の緑に隣接する空間であることは最大のストロングポイント。
・この場所から移転してはいけない。とても貴重な場所。
・ボランティアルームを広くして欲しい。打ち合わせ場所やロッカーを置く場所が欲しい。
・大型バスや専用の駐車場があるとアクセスが便利。 ・道民の特性上、駐車場がないと不便。

有識者、ステークホルダー等からの意見2

ボランティア控室

２階ロビー

エントランス

カフェ



施設設備の課題（求められているもの）
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収蔵庫や什器、
資料の保管場所など
狭隘化の解消

老朽化している
施設・設備の更新

誰もが
気軽に利用できる、
開かれた場所

時代の進展に
あわせた
デジタル技術の活用

多くの方が訪れる、
居心地がよく、
アクセスしやすい空間

都心の貴重な
みどりを活かした
環境整備


